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○６月２０日～ 

 

 先週は米国が０．７５％の利上げを決めました。また、スイスが０．５％利上げするな

ど欧州もインフレの対応で利上げに動きだしました。来月にはユーロも利上げ開始を表明

しています。 

日本だけが緩和継続とゼロ金利政策という欧米と逆の金融政策を続けることになり、政策

転換が今後あるかどうかに注目が集まっています。 

今週は株価が底打ちして、反発してくればリスク回避的な流れはおさまりそうです。 

 

＜ドル／円＞ 

 

ドル／円は米国の長期金利との連動が強く、金利差によるドル買いの動きの勢いは弱まっ

ています。１３１円半ばのサポートで反発してきたことで、高値更新の可能性が出てきま

した。１３５．６円を超えると１３７円あたりが視野に入ってきそうです。 

下値は１３３円台を維持できれば強い動きが続きそうです。 

 

＜気になるクロス円＞ 

 

クロス円も上昇に転じてきました。 

６月初めの高値をトライする動きに期待したいです。 

中長期的に上昇がしばらく続きそうなので週足チャートも確認しておきたいです。 

  

＊クロス円とは円との通貨ペアの総称：○○／円というような通貨ペアのことです。 

 

＜ファンダメンタル？＞ 

 

日本では日銀・金融政策決定会合議事要旨、５月全国消費者物価指数などがあります。 

米国では５月中古住宅販売件数、パウエルＦＲＢ議長発言、１－３月期四半期経常収支、

前週分新規失業保険申請件数、６月製造業・サービス部門・総合ＰＭＩ（速報値）、６月ミ

シガン大学消費者信頼感指数、５月新築住宅販売件数などが発表されます。 

欧州ではユーロ圏とドイツで６月製造業・サービス業ＰＭＩ（速報値）、ユーロ圏でラガル

ドＥＣＢ総裁発言、ドイツで６月ＩＦＯ景況感指数などがあります。 

ほかには英国とカナダで消費者物価指数の発表などがあります。 


